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管
渠 
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
幌
別
ポ

か
ん
き
ょ

ン
プ
場
と
登
別
ポ
ン
プ
場
の
用
地
買
収
、

幌
別
ポ
ン
プ
場
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工

事
を
引
き
続
き
行
い
、
処
理
能
力
は
１
万

２
千　

立
方
㍍
／
日
に
な
る
予
定
で
す
。

500

　

平
成　

年
度
以
降
の
整
備
計
画
は
、

15

【
表
２
】
の
と
お
り
で
す
。

　

鷲
別
地
区
は
、
平
成　

年
度
末
ま
で
に

17

完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

登
別
地
区
は
、
高
速
道
路
か
ら
海
側
の

地
区
を
平
成　

年
度
ま
で
に
整
備
を
完
了

22

し
、
中
登
別
町
は
、
平
成　

年
度
か
ら
整

23

備
を
行
う
予
定
で
す
。

　

幌
別
ポ
ン
プ
場
の
建
設
は
、
平
成　

年
15

度
か
ら
着
手
し
、
平
成　

年
度
末
の
完
成

16

を
予
定
。
登
別
ポ
ン
プ
場
は
、
平
成　

年
17

度
に
設
計
を
行
い
、
平
成　

・　

年
度
の

18

19

２
カ
年
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工
事
は
、

過
剰
な
先
行
投
資
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

管
渠
の
整
備
に
併
せ
て
、
計
画
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

平
成　

年
度
以
降
の
事
業
計
画

１５

整
備
区
域
外
の
生
活
排
水

に
つ
い
て

　

下
水
道
の
役
割
の
一
つ
が
、
ト
イ
レ
や

台
所
な
ど
か
ら
の
排
水
（
こ
れ
ら
を
『
生

活
排
水
』
と
い
い
ま
す
）
を
処
理
す
る
こ

と
で
す
が
、
身
近
な
生
活
環
境
を
保
全
す

る
た
め
に
は
、
下
水
道
の
整
備
区
域
外
で

も
生
活
排
水
の
処
理
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
『
生
活
排
水
処
理
基

本
計
画
』
を
定
め
、
市
内
全
域
を

①
人
口
の
密
集
地
域

②
下
水
道
計
画
区
域
（
※
２
）
内
で
あ
っ

　

て
も
整
備
が
後
年
次
と
な
る
地
域
（
下

　

水
道
の
整
備
が
早
く
て
も
平
成　

年
度

25

　

以
降
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
地
域
…

　

登
別
温
泉
町
、
上
登
別
町
）

③
下
水
道
計
画
区
域
外

　

（
札
内
町
、
来
馬
町
、
鉱
山
町
、
カ
ル

　

ル
ス
町
な
ど
）

に
区
域
分
け
し
、
①
の
区
域
で
は
、
下
水

道
の
整
備
を
、
②
③
の
区
域
で
は
、
区
域

の
み
な
さ
ん
の
理
解
を
得
て
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
現
在
、
②
の
地
域
に
つ
い
て
は

平
成　

年
度
を
、
③
の
地
域
に
つ
い
て
は

16

平
成　

年
度
を
目
途
に
、
地
域
の
実
情
に

17

適
し
た
方
法
に
よ
る
生
活
排
水
の
処
理
を

進
め
る
た
め
、
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

※
２
下
水
道
計
画
区
域
…
お
お
む
ね　

年
先

20

　

の
将
来
の
市
街
地
を
想
定
し
、
下
水
道
整

　

備
を
行
う
区
域
と
し
て
、
面
積
１
千　

�
765

　

を
定
め
て
い
ま
す
。

下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
のののののののののの
財財財財財財財財財財
源源源源源源源源源源
はははははははははは
、、、、、、、、、、

下
水
道
事
業
の
財
源
は
、

どどどどどどどどどど
うううううううううう
なななななななななな
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
いいいいいいいいいい
るるるるるるるるるる
のののののののののの
？？？？？？？？？？

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

　

下
水
道
事
業
を
行
う
た
め
に
は
、
下
水

道
管
や
ポ
ン
プ
場
、
処
理
場
の
建
設
費
や

そ
れ
ら
の
施
設
を
管
理
す
る
維
持
管
理
費

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
の
建
設
費
の
主
な
財
源
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①
国
庫
補
助
金
…
下
水
道
を
建
設
す
る
市

　

町
村
な
ど
に
対
し
て
国
が
補
助
を
行
い

　

ま
す
。

②
地
方
債
…
建
設
費
の
う
ち
、
一
定
限
度

　

ま
で
地
方
債
と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と

　

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
長
期
間
で
返
し

　

て
い
き
ま
す
。

③
受
益
者
負
担
金
…
下
水
道
を
使
用
で
き

　

る
土
地
所
有
者
の
方
に
、
建
設
費
の
一

　

部
と
し
て
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

　

市
町
村
が
条
例
で
定
め
た
額
を
納
め
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

　

維
持
管
理
費
の
主
な
財
源
は
、
下
水
道

の
利
用
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
下

水
道
使
用
料
で
賄
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
、
受
益
者
負
担
金
と
下
水

道
使
用
料
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

●
受
益
者
負
担
金

　

受
益
者
負
担
金
の
額
は
、
所
有
す
る
土

地
の
面
積
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

所
有
す
る
土
地
の
面
積
に
単
価
（
１
平

方 
㍍ 
当
た
り　

円
）
を
乗
じ
て
受
益
者
負

525

担
金
の
額
を
算
出
し
、
そ
の
額
を
５
年
間

で
分
割
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
毎
年
７
月
に
納
付
書
を
発
送
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
年
４
期
（
合
計

　

回
）
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

20

施工予定区域施工年度

鷲別町３･４･５･６丁目、栄町２丁目、若山町
２丁目、富岸町１丁目、大和町２丁目平成14年度

美園町１丁目、鷲別町１･２丁目、若草町３丁
目、若山町２丁目、大和町２丁目平成15年度

美園町３･４丁目、若草町５･６丁目、幸町３
丁目平成16年度

美園町５･６丁目、上鷲別町、幸町５丁目平成17年度

富浦町１丁目平成18年度

登別本町１丁目、登別東町２丁目平成19年度

登別本町３丁目、登別東町１・５丁目平成20年度

登別東町３･４丁目平成21年度

登別本町２丁目平成22年度

中登別町平成23年度

※整備計画は、現時点での計画です。今後、国あるい
　は市の予算の状況などにより施工年度が変更となる
　場合があります。

【表２】　　　　下水道事業整備計画

��

平
成　

年
度
下
水
道
事
業
費
（
当
初
予

14

算
）
約　

億
3
千
万
円

35

（
内
訳
）

管
渠
整
備
費　
　
　

約　

億
6
千
万
円

16

処
理
場
建
設
費　
　

約
4
億
9
千
万
円

維
持
管
理
費
な
ど　

約　

億
8
千
万
円

13


